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代表 京都大学 産科婦人科

副代表 京都府立医科大学 産婦人科

運営委員会

京都医療センター 産科婦人科

京都大学

乳腺外科

小児科

血液・腫瘍内科

泌尿器科

京都府立医科大学

小児科

内分泌・乳腺外科

血液内科

泌尿器科

田村秀子婦人科医院 産婦人科
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京都・がんと生殖医療ネットワーク
（ＫＯＦ－Ｎｅｔ）

京都大学産科婦人科講師・堀江昭史先生より許可を得て掲載



京都府がん患者生殖機能温存療法助成事業

目的

将来子どもを産み育てることを望む小児、
思春期・若年がん患者が、がん治療開始
前に生殖機能温存療法により生殖機能を温
存することで、将来に希望を持ってがん治
療に取り組むことが出来るよう、生殖機能
温存療法に要する費用に対して助成金を交
付する。
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京都府がん患者生殖機能温存療法助成事業

対象者
以下の要件を全て満たす方
① がんと診断された日から生殖機能温存療法実施日※
までの間において京都府内に住所を有する者

② ガイドラインに基づき、がん治療により生殖機能が
低下する又は失う恐れがあると医師に診断された
者

③ 生殖機能温存療法実施日における年齢が４０歳未満
の者

④ 京都府が別表に定める医療機関において生殖機能
温存療法を受けた者

※生殖機能温存療法実施日：精子、卵子又は卵巣の採取を行う日
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京都府がん患者生殖機能温存療法助成事業

助成上限額

• 1人1回のみの助成とする。
• 平成29年4月1日以後に開始した生殖機能温存
療法に対して助成

• 卵子、胚（受精卵）の凍結保存に要した費用
について、特定不妊治療医療費助成制度との
重複した申請は不可

男性 女性

3万円 20万円
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助成状況
内訳 合計

男性 女性

３１

１４ １７

精子 卵子
胚

（受精卵）
卵巣

１４ ８ ４ ５

０－９歳 ０ ０ ０ ０ ０

１０－１９歳 ２ ０ ０ ２ ４

２０－２９歳 ８ ５ ２ １ １６

３０－３９歳 ４ ３ ２ ２ １１
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（事業開始から平成３０年１２月末までに助成が決定した者）








